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論文内容の要旨

近年，歯周病関連細菌としてグラム陰性嫌気性梓菌が注目されているが，歯周治療に際して，診断指標

として利用し得るかどうかは明らかではない。歯肉縁下プラークを構成する細菌叢の検索は，現在，主と

して培養法により行われているが，乙の方法は培養，同定に多くの時間と労力が必要であるため，臨床の

場ではより迅速かっ簡便な方法の開発が求められている口そ乙で本研究では，間接蛍光抗体法を用いてプ

ラーク中の特定細菌を検出する方法と，それらの特定細菌に対する血清中の特異抗体価をELISA 法に

より測定する実験系を確立して，歯周炎患者の歯周初期治療前後の歯肉縁下プラークおよび血清を分析し，

乙れらと種々の臨床指数との関係を統計学的に解析する乙とにより診断指標となり得る因子を検討した。

歯周病関連細菌と目されている ，.Actinomyces vi scosus ATCC 19246 (Av) ,Ac tino-

bacillus actinomycetemcomitans A T C C 2 9 5 2 2 (Aa 2 )およびATCC 29523 

(Aa3). Eikenella corrodens 1073 (Ec). Fusobacterium nucleatum 1436 

(Fn). Bacteroides gingivali s 381 (Bg) , Bac t ero ides i ntermed i us ATCC 33 

563 (B i ) , を特定細菌として濁R し これらの全菌体に対するウサギ抗血清を作製した。得られた抗

血清は， Aa 2 と Aa3 で著明な交差反応を， また一部の菌種間でどく微弱な交差性を示したので， 乙の

交差性を示した菌株により吸収した後，間接蛍光抗体法による特定細菌句検出に供した。特定細菌の検出

率は，位相差顕微鏡にて算出した総菌数に対する蛍光陽性菌数の比率で表した。

血清抗体価の測定は，各特定細菌の凍結乾燥菌体を抗原としたELISA 法を用いて行った。段階希釈

した標準血清の吸光度を測定して検量線を作製し， 5 0 0 倍に希釈した被験血清の相対的 IgG抗体価を

決定した。
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確立した特定細菌の検出系を用いて種々の口腔内細菌を染色した結果a 抗Av血清により

Actinomyces naeslundii ，抗 Ec 血清により Bacteroides ureolyticus が蛍光を発した他は

今回調べた菌種間で著明な交差反応は認められず，乙の系が有する特異性は比較的高い乙とが示された。

次ぎに，中等度以上の辺縁性歯周炎と診断され，全身的な異常を認めない患者を被験者として，初診時

および初期治療後にフ。ラーク指数 (Pe 1 ), , 歯肉炎指数 (G 1 ), ポケット深さ (P D) , プロービン

グ時の出血 (B P) などの臨床所見の観察と，歯肉縁下フ。ラークの細菌学的検査血清抗体価の測定を行

った。初期治療は，刷掃指導、スケーリング， Iレートプレーニングなどを中心に行った。

初診時における特定細菌検出率の平均値は，最高がBg の 3.5 0 銘，最低がAa2 の 0%と低い値であ

ったが，被験部位の約 8 0 妬からAv ， Bg , Bi が検出された。臨床所見にて炎症程度が高い部位，す

なわち GI が 2 または 3 ， B P(+)，あるいは 7mm以上のポケットを有する部位では，炎症程度が低い.GI

が 0 ， B P(ー)， あるいは 3mm以下のポケットを示した部位よりも， Bg の検出率が有意に高い値を示し

たが，他の特定細菌の検出率には，炎症程度による差はみられなかった。初期治療を行うと， B g と B i 

の検出率は有意に低下し，検出される部位数も減少した。しかし， Av は初期治療による有意な変動は認

められなかった白

B g fL:対する初診時の患者血清抗体価は健常者よりも有意に高く，被験者全員が健常者の平均値を標準

偏差の 2 倍以上越える高い値であった。抗Av抗体価は健常者よりも有意に低く， Bg および、Av 以外

の特定細菌に対する抗体価は 患者と健常者の聞に有意差はなかった。抗Av抗体価以外は初期治療

によって減少し，特に Aa 3 , Bg , Bi'乙対する抗体価は有意に減少した。

初期治療によって臨床所見が改善した群と改善しなかった群に被験部位を分けて特定細菌の検出率を比

較した結果， BP非改善群およびPD非改善群では，改善群よりも有意に高い比率で Bgが初期治療後の

ポケットに残存していた。一方，初期治療による治療効果の優劣は 初診時における各特定細菌の検出率

で予測することはできなかった。

さらに歯周病変をより総合的に評価する目的で，被験部位をG 1 , B P およびPDのうち初期治療によ

り 2 つ以上改善した群と， 2 つ以上非改善で、あった群に分けて比較した場合初診時の細菌検出率に有意

差は認められなかったが，初期治療後の Bg検出率は非改善群が改善群よりも有意に高い値を示した。

以上の結果より，歯周治療に際して歯肉縁下プラーク中の Bgの検出率と抗Bg抗体価が診断指標のー

っとなり得る可能性が示唆された。

論文の審査結果の要旨

本論文は成人性歯周炎の診断指標として，歯肉縁下フ。ラークの細菌学的検査が利用できるかどうかを検

討したものである。

その結果，間接蛍光抗体法が利用できることをまず明らかにし，次いで臨床的に炎症程度が高い部位で

は，特に Bacteroides ， gingivalis の検出率が有意に高いこと，ルートプレーニング処置により被
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験 6菌種のすべての検出部位率が減少する乙と，また Actinomyces viscosus を除く 5 種の菌に対

する血清 IgG抗体価も治療後は減少すること，しかし，治療効果が良好でない部位ではとりわけ

B. singivalis の検出率が有意に高く，またこの様な患者では，同菌に対する血清 IgG抗体価の減少

が少ない乙となどを明らかにした。

乙の業績は歯周炎患者の臨床所見と歯肉縁下フ。ラークの細菌叢の実態，さらに，それら細菌に対する血

清 IgG抗体の動態などの関連性を明らかにし，歯周炎の細菌学的検査法の確立のための基本的な手掛り

を与えるものとして評価できる。従って，本論文は歯学博士の学位請求に値するものと認める。
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